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１．背景・目的 

本研究は、水中目標の位置を特定し、追尾・監

視する新しい手法を検証することが目的である。

この手法は、沿岸域に侵入した水中航走体等が

障害物監視や捜索のために使用せざるを得ない

ソーナー音を受信して目標位置局限に利用する

パッシブ測位方式 1)-3)であり、アクティブ測位方式

とは異なり秘密裏に水中目標の追尾・監視が可能

となる。 

 
２．研究の内容 

水中目標の発する音に対して複数の音波伝搬

経路間の到来時間差を利用して水中目標の位置

を推定する研究を実施している。音波の到来時間

差から水中目標の位置（距離及び深度）を推定す

る方法 1),2)は２通りあるが、一様な海洋環境では、

これらは物理的に同一であるので、ここでは高速

計算可能な方法を適用する。 

平成 25 年 12 月に内浦湾の水深約 60m の海

域で試験を実施した。目標音源としてフレクテン

ショナル型低周波えい航音源（図１）を用い、受

波器として配列間隔 15cm の 4ch の受波アレイを

使用した（図２）。音源及び受波器は水平無指向

性である。目標音源からの送信波形は、5kHz のト

ーンバースト波（又は PCW（Pulse Continuous 

Waveの略語））と中心周波数5kHzのLFM（Linear 

Frequency Modulation の略語）を用いた。パ

ルス幅はともに 1ms である。受波アレイ近傍の

海底は平坦であり、水温及び塩分濃度分布は試

験を通してほぼ一様であった。潮汐流の流向は

時間とともに変化するものの、流速は一日を通し

て 0.2 ノット以下であった 3)。 

受波素子数はわずか 4ch であるが、水中目標

の位置局限結果は、送信波形によらず極めて良

好であった。当日は、海上試験における目標音

源の位置推定結果について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ フレクテンショナル型低周波えい航音源

（最大送波音圧約 180dB@5kHz） 
 

 
 

図２ 受波アレイ 
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